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主
な
内
容

鬼は外！ ～心の鬼をやっつけろ！～
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社協会費
充当事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業

社協会費
充当事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業「華麗な唄や踊りで、会場は大盛り上がり！」

「めかぶ、とろろのネバネバ丼を食べて夏バテ防止！」

「ラリーが続き、みんな真剣です！」

「研修会に向けて支部会議の様子」

「
ふ
れ
あ
い
会
食
交
流
会
」

「
障
が
い
者
と
震
災
移
住
者

地
域
住
民
交
流
会
」

　
二
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
の
方
を
対
象
に
開

催
し
ま
し
た
。
築
館
・

志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
―
の
健
康
講
話

や
栗
原
市
内
の
踊
り
仲

間
「
疾
風
」
に
よ
る
唄

や
踊
り
の
披
露
。
ま
た
、

写
真
ス
タ
ン
ド
作
り
な

ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、

参
加
者
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら

ま
も
な
く
８
年
。
若
柳

支
部
で
は
、
震
災
に
よ

り
移
住
し
て
き
た
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
交
流

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
障
が
い

者
と
の
合
同
サ
ロ
ン
会

を
開
催
し
、
ブ
ル
―
ベ

リ
―
摘
み
や
、
手
作
り

の
昼
食
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
小
地
域
福
祉
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
、

102
名
が
集
い
ま
し
た
。

　
上
萩
沢
地
区
社
協
・

根
岸
地
区
社
協
か
ら
活

動
発
表
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
宮
城
卓
球
バ

レ
ー
協
会
の
方
を
講
師

に
誰
で
も
楽
し
め
る「
卓

球
バ
レ
ー
」で
交
流
。「
ぜ

ひ
、地
域
で
も
や
っ
て

み
た
い
」
と
大
好
評
で

し
た
。

　
若
柳
地
区
の
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
、
活
躍

の
支
部
委
員
。

　
安
心
し
た
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
日
頃
か

ら
話
合
い
を
重
ね
て
い

ま
す
。「
地
域
住
民
福

祉
活
動
推
進
公
開
講

座
」
な
ど
の
事
業
を
通

じ
て
、
安
心
と
安
全
、

そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

築館

若柳

「
つ
き
だ
て
福
祉
の
つ
ど
い
」

「
若
柳
支
部
委
員
は

地
域
福
祉
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

「ありがとう　こんどは私が支えるね」

歳末たすけ
あい募金配
分事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業

～各支部の年間活動の様子を紹介します。～
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社協会費
充当事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業

社協会費
充当事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業

「アンパンマンに乗ってゴー！」「昨年度の様子：体を使ったジャンケンに挑戦しました」

「
く
り
は
ら
で
育
て
よ
う
！

ち
び
っ
こ
育
成
ミ
ニ
運
動
会
」

　
２
歳
か
ら
４
歳
の
未

就
学
児
を
対
象
に
、
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
障
害
物
競
争
で
は
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
車

に
乗
り
、
大
喜
び
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、か
け
っ
こ
、

玉
入
れ
、
パ
ン
食
い
競

走
等
の
競
技
に
泣
い
た

り
笑
っ
た
り
の
、
賑
や

か
な
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
地
域
福
祉
推
進
の
た

め
、
地
域
の
お
茶
っ
こ

会
で
活
か
せ
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、

地
域
で
活
躍
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、３
月
８
日

（
金
）、と
め
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
方
を
講

師
に
招
き
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

栗駒
「
栗
駒
支
部
研
修
会
」

「上手な踊りに皆さん見入っています」「素晴らしい作品をありがとうございます」

「
お
食
事
会
」

　
高
清
水
地
区
と
瀬
峰

地
区
内
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
に
、
民

生
委
員
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
「
合
同
移

動
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
花
山
温
湯
山

荘
を
会
場
に
美
味
し
い

食
事
と
、「
一
迫
つ
く
し

会
」
の
素
晴
ら
し
い
踊

り
を
観
賞
し
、
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
高
清
水
小
学

校
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
敬
老

に
関
す
る
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
た
く

さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
作
品
は
高

清
水
地
区
敬
老
会
で
表

彰
し
、
作
文
発
表
と
、

ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
、

参
加
者
の
方
々
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高清水
「
敬
老
に
関
す
る
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
業
」

「ストライクめざして、投球 !!」「うちわで風船をあおいでパスします !!」

「
世
代
間
交
流
」

　
一
迫
小
学
校
３
学
年

児
童
と
一
迫
地
区
内
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
で
混

合
チ
ー
ム
を
作
り
、
ス

マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

交
流
を
し
ま
し
た
。

　
投
球
す
る
た
び
に
お

互
い
を
応
援
し
あ
い
ピ

ン
が
倒
れ
る
と
歓
声
が

あ
が
り
、
賑
や
か
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
宮
城
県
レ
ク
リ
エ

―
シ
ョ
ン
協
会
の
磯
前

由
美
氏
を
講
師
に
迎
え

「
地
域
（
お
茶
っ
こ
会
）

等
で
気
軽
に
活
か
せ
る

レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ
ン
」

と
題
し
、
講
話
と
風
船

を
使
っ
た
実
技
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
内
は
皆
さ
ん
の
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

一迫
「
地
区
社
協
活
動
研
修
会
」
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歳末たすけ
あい募金配
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社協会費
充当事業

「冬でも花と緑がいっぱいのベゴニア館！」「自衛隊員から災害活動の説明を聞きました」

「
金
成
地
区お楽

し
み
交
流
会
」

　
金
成
地
区
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対

象
に
、
花
と
泉
の
公
園

ベ
ゴ
ニ
ア
館
の
見
学
、

延
年
閣
に
て
会
食
、
温

泉
入
浴
で
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
津
久
毛

地
区
が
８
月
に
蓮
の
花

観
賞
、
萩
野
地
区
・
沢

辺
地
区
が
11
月
に
紅
葉

観
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し

み
ま
し
た
。

　「
未
来
へ
つ
な
ご
う
福

祉
と
防
災
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
の
作
文
発
表

や
福
祉
委
員
会
の
活
動
紹

介
、
よ
さ
こ
い
の
コ
ラ
ボ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災

害
時
炊
き
出
し
訓
練
は
、

自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
の

協
力
を
い
た
だ
き
行
い
ま

し
た
。

金成「
金
成
福
祉
ま
つ
り
」

「肩もみ、うまいねェ  気持ちいいよ」「栗駒中学校吹奏楽部の迫力ある演奏」

「
高
齢
者
と
小
学
生
の

演
劇
と
音
楽
の
交
流
会
」

　
鶯
沢
小
学
校
１
年
、
２

年
、
５
年
生
の
児
童
の
皆
さ

ん
と
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

等
と
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
劇
や

馴
染
み
深
い
文
字
甚
句
と

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
ダ
ン
ス

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
テ

ン
ポ
の
良
い
リ
ズ
ム
と
子

ど
も
達
の
笑
顔
か
ら
元
気

を
も
ら
い
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
で
は
、
肩
も
み
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
の
方
々

を
招
待
し
、
地
域
の
芸

達
者
さ
ん
の
歌
や
踊
り

を
楽
し
む
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
民
生
委

員
、
推
進
委
員
を
中
心

と
し
た
実
行
委
員
会
の

企
画
運
営
で
す
。

　
当
日
は
招
待
者
等
総

勢
144
名
が
参
加
し
て
、

賑
や
か
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

鶯沢
「
鶯
沢
地
区
福
祉
の
つ
ど
い
」

歳末たすけ
あい募金配
分事業

歳末たすけ
あい募金配
分事業

「若い頃を思い出すね～」「お茶っこコーナーでひと休み 」

　
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
を
対
象
に
民

生
委
員
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
開
催
し
ま

し
た
。
昼
食
は
、
地
元

野
菜
を
使
っ
た
豚
汁
や

冬
至
南
瓜
を
味
わ
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
懐
か

し
の
仙
北
鉄
道
の
映
像

を
見
な
が
ら
、
昔
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
瀬
峰
文
化
祭
に
お

い
て
、「
し
ゃ
き
ょ
う

コ
ー
ナ
ー
」
を
出
展
し

ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と

し
て
、
お
茶
っ
こ
コ
ー

ナ
ー
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
プ
ラ
バ
ン

作
り
等
で
世
代
を
越
え

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
瀬
峰
文
化
祭

し
ゃ
き
ょ
う
コ
ー
ナ
ー
出
展
」

瀬峰
「
お
食
事
会
」
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歳末たすけ
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「
一
歩
踏
み
出
し
、
心
豊
か
に
」

「『かさじぞう』の劇を演じた子どもたち」「みなさん真剣ですね !」

「
高
齢
者
交
流
会
」

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
々
が
志
波
姫
幼

稚
園
の
お
ゆ
う
ぎ
会
総

練
習
で
、
踊
り
や
劇
を

観
賞
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
演
技
は
と
て
も

素
晴
ら
し
く
「
堂
々
と

し
て
る
ね
ぇ
」「
可
愛

ら
し
い
ね
ぇ
」
と
拍
手

と
歓
声
が
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　
築
館
・
志
波
姫
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

介
護
予
防
講
話
を
聞

き
、
そ
の
後
、
宮
中
区
、

新
田
区
の
会
長
よ
り「
地

域
で
の
支
え
合
い
」
に

つ
い
て
の
活
動
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
情
報
交
換

会
を
行
い
、
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
区
社
協
情
報
交
換
会
」

「毎回、楽しく交流しています」「ゆっくり体を動かし、筋力アップを目指します !!」

「
恵
比
寿
学
級
」

　
地
区
内
の
ひ
と
り
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
等

を
対
象
に
年
３
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
は
す
ま
つ
り
の
見

学
と
国
立
花
山
青
少
年

自
然
の
家
で
ス
カ
ッ
ト

ボ
―
ル
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
３
回
目
は
、３
月
に
湖

畔
の
里
を
会
場
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
、

「
お
ら
ほ
の
宝
物(

人
・

物
・
場
所)

」
の
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
花
山
の
良

さ
を
再
発
見
し
、
み
ん
な

で
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
よ
り
、「
く

り
は
ら
元
気
ア
ッ
プ
体

操
」
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

志波姫

「
花
山
支
部
・

地
区
社
協
合
同
研
修
会
」

花山



栗原市ボランティアセンター
問い合わせ先　☎23-8087
栗原市ボランティアセンター
問い合わせ先　☎23-8087

タータータータタンンタンタセンセンンンセンタ
00080800808

◆日時　平成30年12月25日（火） 10：00～11：50

◆会場　築館高齢者福祉センター 多目的ホール

◆講師　東北文化学園大学 医療福祉学部
看護学科 教授 北山 玲子 氏

　　　　東北文化学園大学 医療福祉学部 看護学科
看護管理領域 准教授 太田 晴美 氏

 　 栗原市内の小学校
 　 減災〇×クイズ、災害時借り物競争、東北福祉大学が考案
 　　　　　 した 「さんあい体操」 等、参加人数や実施時間に応じた
 　　　　　 楽しく取り組める防災・減災プログラム。
 　 地域福祉課　☎２３－８０８７

「小さな手　ぼくにもできる　ボランティア」

　ボランティアをする人たちが、安心して活動で
きるように保険加入を推進しています。
　現在加入されているボランティア保険の補償期
間は、平成３１年３月３１日までとなります。
　加入・更新手続きを希望される方は、社協支所
または地域福祉課へお問合せください。

◎ボランティア保険

◎ボランティア福祉活動行事保険

ボランティア保険のお知らせ

総合相談事業のお知らせ
困りごと、心配ごとの相談に応じ、広く市民の福祉の増進を図ってまいります。
※栗原市内どの相談所も利用可能です。相談無料、秘密厳守いたします。

巡回相談
　地区社協等へ出張相談いたし
ます。

◆ 開設回数
　　各支所　年４回程度

◆ 開設場所
　　各地区集会所等
＊地区社協等と相談しながら、開
催日、会場、内容等を決定し、
当該地区を対象に開催します。

　電話で相談を受付いたします。

◆ 開 設 日
　　毎週月曜日から金曜日

（土・日・祝日、
　　　12/29～1/3を除く）

◆ 開設時間
　　8時30分～17時30分
◆ 開設場所
　　　本所、社協各支所

電話相談

支所ごとに開設している定期的な相談窓口。相談員が対応いたします。
◆ 開 設 日：月２回（開設日、開設時間は、下表のとおり）　◆ 開設場所：社協各支所

生活相談

　県社協や行政、関係機関
と連携して合同相談を開催
いたします。

◆ 開設回数
　　各支所　年1回程度

＊開催日、会場、
内容等は、改
めてお知らせ
します。

合同相談



佐　藤　永　吾 様


